
年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）
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1
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年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）
・集中管理する災害備蓄品の計画的整備（消費期限切れ食糧の補充及び計画数量を目標とする計画的購入）

避難者の身体の負担軽減のため、平成27年度から5年間でエアマットを配置する。
・分散配置箇所の拡充（平成24年度から4年で20箇所に整備　平成27年度が最終年）

・集中管理備蓄品（防災倉庫2、支所4） ・分散配置備蓄品（1箇所分　※）

クラッカー 年 クラッカー 食 年

アルファ化米 年 水 ℓ 年

ミキサー粥（おろしりんご） 年 粉ミルク ｇ 年

粉ミルク 年 毛布 枚 年

毛布 年 生理用品 枚 年

エアマット 年 簡易トイレ 回分 年

紙おむつ（乳幼児） 年 ラジオ 台 年

紙おむつ（成人） 年 ほ乳瓶 本 年

生理用品 年 ガソリン携行缶 缶 年

ほ乳瓶 年 コードリール 台 年

救急セット 年 投光機 年

※平成26年度廿日市市地域防災計画から抜粋 複合機 台 年

・県1日(2食）分、市町1日（2食）分 発電機 台 年

・飲用水は、耐震性貯水槽（200ｔ）を活用 ※廿日市地域（平小､中央・原・四季市民C､後畑・明石集会所）

・このほかは、流通在庫等で対応 佐伯地域（さいき文化ﾎｰﾙ、友和・玖島・浅原市民C）

吉和地域（福祉C、第2集会所）

【歳出】 需用費（備蓄品購入） 千円 大野地域（福祉C､大野小中学校､大野西市民C､柿の浦・2区集会所）

役務費 千円 宮島地域（福祉C、宮島市民C）

備品購入費 千円
年度決算 年度予算 年度予算
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1
1

2,384

    市  （ 市税 な ど ） 1,502,062
人 人

  人  件  費  (按 分） B
人

  総  事  業  費 (A+B) 1,502,062

単
位
コ
ス

ト
換
算

5 96 5
390 食 5 130 1.5

消耗品

10,350 ｇ 1.5 15 －
6,482 枚 － 28 －

1,544 枚 －
200 －

平成 27

担当課名 総務部　危機管理課

予
算
科
目

会計 01 一般会計
基 本 目 標 健やかな暮らしを支え、安全で快適に暮らせるはつかいち 款 08 消防費
政 策 目 標 安全で安心して暮らせるまちに 項 01 消防費
重 点 的 取 組 犯罪や交通事故などが少ないまちをつくる 目 04 防災費

事業名
応急物資管理事業

事業開始年度 平成 25

根拠法令
条例

個別計画 等

災害救助法・災害対策基本法
県災害応急救助物資備蓄調査検
討報告書、県・市地域防災計画災害応急備蓄物資の管理（集中及び分散による管理）

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

･災害により被災し、避難
した住民

被災した住民が生命を保ち、一定程度の生活水準を保てるように、必要量の食糧・毛
布・生活必需品が防災倉庫及び避難所に備蓄されている。

実施主体

市

市役所（職員）の役割 関係団体（パートナー） 関係団体（パートナー）の役割

・備蓄計画に基づく適切な管理及び
計画的な更新・補充

・請負業者
・県

・仕様に適合した適切な商品の納品
・災害発生後２日目に提供する食糧、
生活必需品の備蓄

27

活
動
内
容

品目 数量 保存期間 区分 品目 数量 保存期間

9,510 食 5 70 5
2,942 食

コ
ス
ト
情
報

（
円

）

項　　目 平成 25
  直  接  事  業  費  A 1,502,062

財
源
内
訳

    国   庫   支   出   金

    借   入   金   ( 市 債 )
    県　 支　 出　 金

    そ   の   他（使用料など）

平成 26 平成 27
1,833,000 3,005,000

1,833,000 3,005,000

1,833,000 3,005,000

①
人口（4月1日現在） 117,680 人

市民1人当たり 13

②

人
16 26

117,680 人 117,182

Ｈ２５
実績値

Ｈ２６
目標値

目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位
H２７

目標値
備考

成
果

活
動

分散配置備蓄品の整備 箇所 2010 15

6,482 枚 －

ｾｯﾄ17 －

備品

－
－
－
－
－
－
－

486

1
208 枚 － 1

4,968 枚 － 1
69 本 － 1

1 セット


